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消
防
組
合
で
は
、平
成
24

年
９
月
11
日（
火
）、
12
日         

（
水
）の
２
日
間
で
、
震
災

対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
し        

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
１
年
６
か
月

が
経
過
し
た
こ
と
を
契
機

に
、「
震
災
対
応
能
力
の
向

上
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
型
訓

練
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
職
員
各
日

約
60
名
及
び
日
本
医
科
大

学
千
葉
北
総
病
院
（
印
西

市
鎌
苅
）
の
医
師
と
看
護

師
が
参
加
し
、
震
災
時
に

お
け
る
倒
壊
建
物
か
ら
の

要
救
助
者
救
出
を
目
的
に
、

次
の
４
点
を
重
点
目

標
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

①
高
度
救
助
資
機
材

の
使
用
技
術
、
知
識

の
習
熟

②
集
団
災
害
発
生
時

に
お
け
る
対
応
能
力

の
向
上
及
び
効
率
的

な
部
隊
運
用

③
各
隊
の
連
携
強
化

及
び
指
揮
隊
と
の
連         

携
・
情
報
伝
達
の
評

価
と
検
証

④
現
場
に
お
け
る
医

療
チ
ー
ム
と
の
連
携

強
化

　

ま
た
、
訓
練
後
の
意
見

交
換
会
に
日
本
医
科
大
学

千
葉
北
総
病
院
の
医
師
を

招
き
、
こ
れ
か
ら
の
消
防

と
医
療
と
の
連
携
な
ど
を

話
し
合
い
、
更
に
訓
練
を

重
ね
大
規
模
災
害
や
多
数

傷
病
者
発
生
事
故
に
際
し
、

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

災
害
対
応
能
力
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

※
ブ
ラ
イ
ン
ド
型
訓
練
と
は
、

実
施
者
に
事
前
に
訓
練
の

進
行
や
シ
ナ
リ
オ
を
与
え

ず
、
想
定
の
み
与
え
る
実

践
的
な
訓
練
で
す
。

ブラインド型震災対応訓練を実施！ブラインド型震災対応訓練を実施！ブラインド型震災対応訓練を実施！

成
田
国
際
空
港
油
火
災
消
火
訓
練
に
参
加
！

成
田
国
際
空
港
油
火
災
消
火
訓
練
に
参
加
！

成
田
国
際
空
港
油
火
災
消
火
訓
練
に
参
加
！

N
B
C
災
害
訓
練
を
実
施
!

N
B
C
災
害
訓
練
を
実
施
!

N
B
C
災
害
訓
練
を
実
施
!

　

平
成
24
年
12
月
14
日（
金
）未

明
、
成
田
国
際
空
港
消
防
連
絡

協
議
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

油
火
災
消
火
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
仮
想
航
空
機

を
設
置
し
た
訓
練
場
に
お
い
て

実
際
に
油
火
災
を
発
生
さ
せ
消

火
救
難
活
動
を
行
い
、
成
田
国

際
空
港
消
防
連

絡
協
議
会
の
消

防
技
術
の
向
上

を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
毎

年
実
施
す
る
も

の
で
す
。
訓
練

内
容
は
、
成
田

国
際
空
港
消
火

訓
練
場
で
、
滑

走
路
に
お
い
て
油
火
災
が
発
生

し
た
想
定
（
十
字
溝
に
燃
料
を

流
し
込
み
着
火
）
と
航
空
機
が

炎
上
し
た
想
定
（
円
状
油
槽
内

に
バ
ス
を
配
置
し
、
燃
料
を
流

し
込
み
着
火
）
で
の
消
火

救
難
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
特
殊
災
害
へ

の
対
応
を
万
全
に
し
、
発

災
時
の
被
害
の
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
に
、
日
ご
ろ

か
ら
様
々
な
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

※
成
田
国
際
空
港
消
防
連

絡
協
議
会
と
は
、
成
田
国

際
空
港
所
在
及
び
そ
の
周

辺
の
市
町
、
成
田
国
際
空

港
株
式
会
社
、
医
師
会
並

び
に
千
葉
県
が
連
携
を
密
に
し
て
、

成
田
国
際
空
港
及
び
そ
の
周
辺

の
安
全
対
策
、
消
火
救
難
活
動

を
円
滑
に
行
う
た
め
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
12
月
10
日（
月
）、

11
日（
火
）の
２
日
間
で
、
佐
倉

消
防
署
庁
舎
を
使
用
し
、
Ｎ
Ｂ

Ｃ
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
千

葉
県
警
Ｎ
Ｂ
Ｃ
隊
と
合
同
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
と
は
、
原
発
事

故
の
よ
う
な
核
燃
料
物
質（N

　

nuclear

）に
よ
る
災
害
、
炭
疽

菌
事
件
の
よ
う
な
生
物

剤（B 　

biological

）

に
よ
る
災
害
、
サ
リ

ン
事
件
の
よ
う
な
化

学
物
質（C

　

chem
i

cal

）に
よ
る
災
害
を

い
い
、
多
数
の
負
傷

者
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
関
係

機
関
と
の
連
携
体
制

を
確
立
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
訓
練
内
容
は
「
公
衆
浴

場
で
特
殊
災
害
（
Ｃ
災
害
）
が

発
生
し
多
数
の
負
傷
者
が
い
る
」

と
い
う
想
定
の
も
と
、
化
学
防

護
服
を
着
た
消
防
組
合
救
助
隊

員
と
千
葉
県
警
Ｎ
Ｂ
Ｃ
隊
員
が

建
物
内
に
進
入
、
有
毒
ガ
ス
測

定
器
に
よ
る
計
測
の
他
、
要
救

助
者
を
救
出
し
て
救
急
隊
へ
引

き
継
ぎ
応
急
処
置
を
行
う
な
ど
、  

本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
警
察
と
合
同
で
訓
練

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
普
段
実

施
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
関
係

機
関
と
の
情
報
の
共
有
化
、
連

携
体
制
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

：

：

：
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平
成
24
年
10
月
19
日（
金
） 

か
ら（
株
）広
域
高
速
ネ
ッ
ト
二

九
六
チ
ャ
ン
ネ
ル

296（
地
上
デ

ジ
タ
ル
11
CH
）に
よ
る
デ
ー

タ
放
送
と
情
報
連
携
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
迅
速
な
情
報

提
供
が
可
能
に
な
り
、
こ
れ
ま

で
の
構
成
市
町
広
報
紙
等
に
よ

る
お
知
ら
せ
と
併
せ
、
更
に
充

実
し
た
内
容
の
広
報
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
視
聴
方
法
は
次
の
３

ス
テ
ッ
プ
で
す
。

①
地
デ
ジ
11
CH
に
合
わ
せ
る
。

②
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を

押
す
。（
デ
ー
タ
放
送
ス
タ
ー
ト
）

③
リ
モ
コ
ン
の
▲
・
▼
・　
・

　

・
決
定
・
戻
る
ボ
タ
ン
で 

操
作

※
操
作
方
法
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、（
株
）広
域
高
速 

ネ
ッ
ト
二
九
六
へ
お
願
い
し
ま
す
。

7
０
１
２
０（
５
３
３
）２
９
６

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課
企
画
調
整
室

1
０
４
３（
４
８
１
）１
２
０
７

香取市

銚子市

成田市

佐倉市 旭市
四街
道市
四街
道市 八

街
市

芝
山
町富里

市
富里
市

千葉市

印西市白井市白井市

匝
瑳
市

栄町栄町

酒々
井町
酒々
井町

神
崎
町

神
崎
町

多古
町

東
庄
町

東
庄
町

市原市
袖ケ
浦市

木更
津市

君津市

富津市

鴨川市

南房総市

館山市

鋸南町鋸南町

茂原市

 東金市

勝浦市

山武市

いすみ市

大網
白里市
大網
白里市

九十九里町九十九里町

横芝
   光町

長生村長生村
一宮町一宮町睦

 沢  
町 　

睦
 沢  

町 　
睦

 沢  
町 　

睦
 沢  

町 　

白子町白子町長柄
町
長南
町

大多
喜町

御宿町御宿町

平
成
24
年
災
害
発
生
状
況
（
平
成
24
年
１
月
〜
12
月
末
日
）

平
成
24
年
災
害
発
生
状
況
（
平
成
24
年
１
月
〜
12
月
末
日
）

平
成
24
年
11
月
、八
街
消
防
署
に
配
置
し
て
い
る

高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
ま
し
た

　
こ
の
救
急
自
動
車
は
、
４
輪
駆
動
で
走
行
性
能
に  

優
れ
、
ま
た
、
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
を
積
載
し
、    

救
急
救
命
士
が
救
命
処
置
を
行
う
た
め
の
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
消
防
は
、
救
命
率
の
向
上
の
た
め
に
日
ご

ろ
か
ら
の
訓
練
、
必
要
な
知
識
の
習
得
及
び
高
性
能

な
救
急
自
動
車
へ
の
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
救
急
自
動
車
は
、
「
緊
急
」
に
病
院
へ
傷

病
者
を
搬
送
す
る
た
め
の
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
共
有

財
産
で
す
。

　

今
、
本
当
に
救
急
自
動
車
を
必
要
と
し
て
い
る
方

の
た
め
に
、
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

メ
ー
ル
119

登
録
の
お
願
い

ちば消防共同指令センター
119番通報のお願い

ちば消防共同指令センター
119番通報のお願い

ちば消防共同指令センター
119番通報のお願い
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救急出場状況

106

ちば消防
共同指令
センター

管轄区域（緑色部分）
▼

▼
デ
ー
タ
放
送
開
始
！

デ
ー
タ
放
送
開
始
！

　

平
成
24
年
12
月
６
日（
木
）   

か
ら
、
こ
れ
ま
で
当
消
防
組
合

で
受
信
し
て
い
た
119
番
通
報
を

千
葉
市
消
防
局
内
に
設
置
し
た  

「
ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」

で
受
信
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ

ー
で
は
、
千
葉
県
北
東
部
・
南

部
の
20
消
防
本
部
が
管
轄
す
る

43
市
町
村（
右
図
参
照
）か
ら
の

119
番
通
報
の
受
信
や
、
消
防
車

・
救
急
車
の
無
線
管
制
等
の
通

信
指
令
業
務
の
運
用
を
共
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。
共
同
運
用
を
行

う
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
各
消
防

本
部
の
連
携
及
び
情
報
の
共
有

が
可
能
と
な
り
、
隣
接
地
域
や

大
規
模
な
災
害
時
の
相
互
応
援

体
制
が
充
実
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

119
番
通
報
の
方
法
は
今
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
ち
ば
消

防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
20

消
防
本
部
が
管
轄
す
る
広
い
範

囲
か
ら
の
119
番
通
報
を
受
信
し

ま
す
の
で
、
通
報
時
に
は
必
ず         

「
市
町
村
名
」
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
固
定
電
話
か
ら
の

通
報
は
位
置
情
報
通
知
装
置
に

よ
り
瞬
時
に
通
報
者
の
位
置
情

報
を
特
定
し
ま
す
が
、
携
帯
電

話
か
ら
の
通
報
で
は
通
報
場
所

に
誤
差
が
発
生
し
、
機
種
に
よ

っ
て
は
半
径
数
千
ｍ
ま
で
し
か

絞
り
込
む
事
が
で
き
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
迅
速
な
出
動
の
た
め
に

も
な
る
べ
く
固
定
電
話
か
ら
の

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
指
揮
指
令
課

1
０
４
３（
４
８
１
）0
１
１
９

　

火
災
発
生
件
数
は
93
件
で
、 

前
年
と
比
較
し
て
28
件
の
減
少

で
あ
り
、
構
成
市
町
別
に
み
る

と
佐
倉
市
が
49
件
で
21
件
の
減
少
、

八
街
市
が
33
件
で
５
件
の
減
少
、

酒
々
井
町
が
11
件
で
２
件
の
減

少
で
す
。
過
去
５
年
間
の
火
災

件
数
の
平
均
は

100
件
で
、
こ
れ

と
比
較
す
る
と
平
成
24
年
は
火

災
が
例
年
よ
り
も
減
少
し
た
年

と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
火
災
種

別
で
最
も
多
い
の
が
「
建
物
火
災
」

で
48
件
で
し
た
。
次
い
で
「
そ

の
他
火
災
」
が
30
件
、「
車
両
火

災
」
が
12
件
、「
林
野
火
災
」が

３
件
で
す
。
出
火
原
因
別
で
は
、

「
放
火（
放
火
の
疑
い
を
含
む
。）」

が
最
も
多
く
29
件
、
次
い
で
「
た

き
火
」
が
12
件
、「
火
遊
び
」
が

６
件
で
す
。

　

救
急
出
場
件
数
は
１
１,
０
５

１
件
で
、
前
年
と
比
較
し
て

232

件
の
増
加
で
あ
り
、
構
成
市
町

別
に
み
る
と
佐
倉
市
が
６,
８
６

６
件
で
99
件
の
増
加
、
八
街
市

が
３,
３
０
５
件
で

164
件
の
増         

加
、
酒
々
井
町
が

880
件
で
31
件

の
減
少
で
す
。

　

事
故
種
別
で
は｢

急
病｣

が
最

も
多
く
７,
０
５
２
件
、
次
い

で
「
一
般
負
傷
」
が
１,
４
１
８

件
、｢

交
通
事
故｣

が
１,
２
７

０
件
で
す
。

　

救
助
出
動
件
数
は
72
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
19
件
の
増
加

で
あ
り
、
構
成
市
町
別
に
み
る

と
佐
倉
市
が
39
件
、
八
街
市
が

28
件
、
酒
々
井
町
が
５
件
で
す
。

　
事
故
種
別
で
は
「
交
通
事
故
」

が
最
も
多
く
42
件
、
次
い
で
「
火

災
」
が
４
件
、
「
水
難
事
故
」

及
び
「
機
械
に
よ
る
事
故
」
が

そ
れ
ぞ
れ
３
件
で
す
。

消
防
本
部
代
表
番
号
の

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
案
内
開
始

　

平
成
24
年
12
月
6
日（
木
）

か
ら
通
信
指
令
業
務
の
共
同
運

用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴 

い
、
消
防
本
部
代
表
番
号    

０
４
３（
４
８
１
）０
１
１
９
が

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
る
案
内

に
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
に
ご
用
の
方
は
、

音
声
の
案
内
に
よ
り
、
該
当
す

る
番
号
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

メ
ー
ル
119
番
は
、
言
語
や
聴

覚
な
ど
に
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
が
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
消
防
車

や
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

 

登
録
出
来
る
方 

・
佐
倉
市
、
八
街
市
、
酒
々
井

町
に
お
住
ま
い
の
方

・
佐
倉
市
、
八
街
市
、
酒
々
井

町
の
会
社
や
お
店
に
勤
め
て
い

る
方

・
佐
倉
市
、
八
街
市
、
酒
々
井

町
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
方

※
利
用
に
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
の
で
、
事
前
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

申
込
み
方
法 

●
ご
利
用
案
内
は
、
消
防
本
部

指
揮
指
令
課
、
消
防
組
合
管
内

の
各
消
防
署
及
び
出
張
所
、佐
倉

市
役
所
障
害
福
祉
課
、
八
街
市

役
所
福
祉
課
、
酒
々
井
町
役
場

健
康
福
祉
課
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

●
ご
利
用
案
内
の
「
メ
ー
ル
119

番
通
報
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
郵
送
又
は
FAX

で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
直
接
、

消
防
本
部
２
階
「
指
揮
指
令
課
」

ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
消
防
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

消
防
本
部
指
揮
指
令
課

1
０
４
３（
４
８
１
）0
１
１
９

5
０
４
３（
４
８
５
）２
３
１
０

　
職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど
、

自
宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る

と
き
に
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
す
る
と
、
帰
宅
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
災

害
が
発
生
し
た
ら
、
む
や
み
に

移
動
を
開
始
せ
ず
、
身
の
安
全

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
落
ち

着
い
て
交
通
情
報
や
被
害
情
報

等
を
確
認
し
、
適
切
な
行
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
千
葉
県
帰
宅
困
難
者
等
対
策

連
絡
協
議
会
）

※
詳
細
は
、
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

～安全な帰宅のために～
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こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る 

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

ー
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
ー

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を   

消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、  

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

消
防
組
合
で
は
、
地
域
の
事

業
所
が
加
入
す
る
佐
倉
防
火
安

全
協
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、  

地
域
の
防
火
対
策
の
推
進
を
目

的
に
、
既
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
済
み
の
世
帯
に 
 
 
 

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済 
 

シ
ー
ル
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ー
ル
は
、
法
的
効
力
が

あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
義
務
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
従
っ
て
、
シ
ー
ル
を
受
け
取
る

側
の
意
思
で
玄
関
先
等
に
貼
っ

て
い
た
だ
く
「
安
心
シ
ー
ル
」 

で
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の

消
防
署
又
は
出
張
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
隣
人
等
が
警
報
音
に
気
付
き
、

火
災
発
生
に
至
ら
な
か
っ
た
主

な
事
例
】

　

当
事
者
の
男
性（
64
歳
）が
飲

食
後
に
帰
宅
し
、
味
噌
汁
鍋
を

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
掛
け
、
そ
の
ま

ま
１
階
居
間
で
寝
て
し
ま
い
鍋

を
焦
が
し
た
た
め
、
１
階
寝
室

に
設
置
し
て
あ
っ
た
住
警
器（
煙

式
）が
発
報
し
た
。
そ
の
後
、
隣

人
の
男
性
２
名
が
住
警
器
の
警

報
音
で
駆
け
付
け
、
ガ
ス
を
切

り
、
当
事
者
を
起
こ
し
早
期
の

119
番
通
報
に
よ
り
火
災
に
至
ら

な
か
っ
た
。

（
福
島
県
郡
山
市
）

　

95
歳
男
性
が
煮
物
の
鍋
を
ガ

ス
こ
ん
ろ
に
か
け
点
火
後
、
友

人
か
ら
の
電
話
で
の
誘
い
で
外

出
、
鍋
の
内
容
物
が
焦
げ
煙
が

発
生
し
住
警
器
が
作
動
、
当
該

住
警
器
と
連
動（
無
線
）の
補
助

警
報
装
置
を
設
置
し
た
隣
の
主

婦
が
気
付
き

119
番
通
報
し
た
。

（
沖
縄
県
糸
満
市
）

　

新
聞
配
達
員
が
就
業
中
、
共

同
住
宅
１
階
付
近
に
て
住
警
器

の
鳴
動
音
に
気
づ
き
、
１
階

102

号
室
の
出
入
り
口
ド
ア
を
叩
い

た
と
こ
ろ
、
居
室
内
よ
り
居
住

者
が
避
難
し
、
新
聞
配
達
員
が

消
防
へ
通
報
し
た
。

（
埼
玉
県
戸
田
市
）

　

平
成
24
年
度
の
火
災
予
防
ポ

ス
タ
ー
展
は
、
消
防
組
合
管
内

27
校
の
小
学
校
か
ら

683
点
の   

応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
の
ほ

か
入
選
作
品
68
点
が
選
ば
れ
、 

入
賞
者
全
員
に
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞　

・
佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

　
６
年
生

　
金
子 

雄
大
さ
ん

■
消
防
長
賞　

・
佐
倉
市
立
小
竹
小
学
校

　
６
年
生

　
近
藤 

彩
良
さ
ん

■
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

・
佐
倉
市
立
下
志
津
小
学
校

　
６
年
生

　
一
條 

瑞
穂
さ
ん

■
佐
倉
消
防
署
長
賞

・
佐
倉
市
立
和
田
小
学
校

　
４
年
生

　
大
川 

久
瑠
美
さ
ん

■
志
津
消
防
署
長
賞

・
佐
倉
市
立
小
竹
小
学
校

　
２
年
生

　
松
澤 

里
歩
さ
ん

■
八
街
消
防
署
長
賞

・
八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

　
１
年
生

　
井
上 

美
紅
梨
さ
ん

■
酒
々
井
消
防
署
長
賞

・
酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

　
４
年
生

　
小
池 

豊
さ
ん

■
特
別
賞（
2
名
）

・
佐
倉
市
立
佐
倉
東
小
学
校

　
６
年
生　

　
畠
山 

千
鶴
さ
ん

・
八
街
市
立
実
住
小
学
校

　
３
年
生

　
大
沼 

菜
央
さ
ん

３
月
１
日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）

【
平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
】

消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い

【
平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
】

消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
済
シ
ー
ル

住
宅
用
火
災
警
報
器

お
手
柄
事
例

（
総
務
省
消
防
庁
資
料
）

《最優秀賞　金子 雄大さんの作品》

《原寸大》

　

皆
さ
ん
は
消
防
水
利
を
ご
存

知
で
す
か
。

　

消
火
活
動
に
使
用
す
る
水
を

消
防
隊
に
供
給
す
る
も
の
で
、消

防
の
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
消
火
栓
や
防
火

水
そ
う
が
あ
り
、
プ
ー
ル
や
河
川

な
ど
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

消
火
栓
は
主
に
歩
道
や
車
道

に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
地
下
に
埋

設
さ
れ
た
水
道
管
に
消
防
用
ホ

ー
ス
を
接
続
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
水
道
栓
で
、
消
火
活
動
に

有
効
な
水
量
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

防
火
水
そ
う
は
消
火
用
水
を

常
時
貯
め
て
い
る
水
そ
う
で
、  

地
震
時
等
、
消
火
栓
が
使
用
で

き
な
い
場
合
に
も
効
力
を
発
揮

し
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
有
事
の
際
の

使
用
に
問
題
が
無
い
よ
う
に
定

期
的
に
管
内
す
べ
て
の
消
防
水

利
の
標
識
の
有
無
等
の
確
認
を

始
め
、
消
火
栓
に
つ
い
て
は
、  

蓋
や
バ
ル
ブ
の
開
閉
状
況
及
び

金
具
の
変
形
の
有
無
な
ど
を
確

認
し
、
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
内
に

溜
ま
っ
た
雨
水
や
泥
を
排
出
し

ま
す
。
ま
た
、
防
火
水
そ
う
に

つ
い
て
は
、
蓋
の
開
閉
状
況
及

び
水
量
な
ど
を
確
認
し
、
周
囲

の
雑
草
や
ゴ
ミ
の
除
去
を
し
ま

す
。

　

こ
う
し
た
作
業
は
道
路
上
で

行
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
歩
行

者
の
皆
さ
ん
や
車
両
の
通
行
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、  

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

消
防
水
利
は
、
災
害
時
に
皆

さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
に
設

置
さ
れ
て
い
る
大
切
な
施
設
で

す
。
消
火
栓
や
防
火
水
そ
う
付

近
に
物
を
置
い
た
り
車
を
止
め

た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

平
成
24
年
度 

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

消
防
水
利
の
点
検
に
つ
い
て

防火水そうの蓋には金属製の
他に、コンクリート製もあります

消火栓と標識

防火水そうと標識

消火栓点検の様子

防火水そうの中の様子

消火栓の蓋には丸いものと
四角いものがあります

か
ね 

こ   

ゆ
う  

た

こ
ん
ど
う   

さ　

 

ら

い
ち
じ
ょ
う
み
ず  

ほ

お
お 

か
わ　

 

く　
る　
み

こ 

い
け 

ゆ
た
か

は
た
け
や
ま  

ち  

づ
る

お
お
ぬ
ま　
な　
お

ま
つ
ざ
わ    

り　
ほ

い
の 

う
え　
み　
く　
リ
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消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、
消
防
組
合
か
ら 

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、 

ご
紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

　

佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
24
年
９
月
16
日
、
佐
倉

市
鏑
木
町
で
発
生
し
た
建
物
火

災
に
お
け
る
消
火
協
力
】

（
写
真
右
か
ら
）

森
川 

裕
介
さ
ん

（
酒
々
井
町
上
本
佐
倉
在
住
）

荒
井 

憲
司
さ
ん

（
佐
倉
市
鏑
木
町
在
住
）

荒
井 

文
夫
さ
ん

（
佐
倉
市
鏑
木
町
在
住
）

【
平
成
24
年
９
月
28
日
、
佐
倉

市
石
川
で
発
生
し
た
交
通
事
故

に
お
け
る
救
急
救
護
活
動
】

（
写
真
右
か
ら
）

足
立 

光
謙
さ
ん

（
千
葉
市
中
央
区
在
住
）

内
多 

祐
将
さ
ん

（
愛
知
県
名
古
屋
市
在
住
）

【
平
成
24
年
９
月
30
日
、
佐
倉

市
下
根
鹿
島
川
で
発
生
し
た
救

急
救
助
事
案
に
お
け
る
消
防
協

力
】

堀
内 

恭
さ
ん

（
東
京
都
中
央
区
在
住
）

消
防
組
合
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

◇
八
街
市
議
会
選
出

【
就　
任
】
平
成
24
年
9
月
26
日
付　
中
田　
眞
司　
 

議
員

【
退　
任
】
平
成
24
年
9
月
25
日
付　
鯨
井　
眞
佐
子 
議
員

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲

に
係
る
実
証
研
究
」に
ご
理

解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
24
年
11
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
1
月
31
日
ま
で
の
間
、

病
院
前
救
護
体
制
と
し
て
救
急

救
命
士
が
次
に
掲
げ
る
３
項
目

の
処
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、 

傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
や
後

遺
症
の
軽
減
を
図
れ
る
か
否
か

の
他
、
運
用
の
実
効
性
並
び
に

安
全
性
等
を
検
証
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
科

学
研
究
費
補
助
金「
救
急
救
命
士

の
処
置
範
囲
に
係
る
実
証
研
究
」

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

①
意
識
障
害
傷
病
者
へ
の
血
糖

測
定・ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与

②
重
症
ぜ
ん
そ
く
発
作
傷
病
者

へ
の
吸
入
薬
の
使
用

③
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
傷
病
者
へ

の
心
肺
停
止
前
の
点
滴

　

今
後
、
厚
生
労
働
省
科
学
研

究
費
補
助
金
「
救
急
救
命
士
の

処
置
範
囲
に
係
る
実
証
研
究
」 

研
究
班
よ
り
「
救
急
救
命
士
の

業
務
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検

討
会
」
へ
、
有
効
性
、
安
全
性
等

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
救
急
業
務
の
高

度
化
・
病
院
前
救
護
体
制
の
充

実
強
化
の
た
め
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

1
0
4
3（
4
8
1
）1
2
4
8

　佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次の
とおり公表します。　詳しくは、消防本部総務課 1043（481）1190へ�                                               

人事行政運営等の状況

平成23年度決算状況

6. 職員の研修及び勤務成績の評定の状況について（平成23年度）
　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団などの救
急救命士研修及び千葉県自治研修センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修などを実施し
ております。�                                             
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その他の
分野における能力アップを目的とした研修なども実施しております。�
　また、職員の執務について、定期的に能力や実績などに関しての勤務成績の評定を行い、その評定の結果に基づ
き、昇任などを行っております。

7. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（平成23年度）
（1）職員の安全と健康に関する事業

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を設置して職
員の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。�
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による
職場巡視・健康相談などを実施しております。�
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。�                    

（2）公務災害の発生状況　認定請求中事案　8件
（3）佐倉市八街市酒々井町消防組合職員共済会による福利厚生事業

概　　要：職員共済会に助成金（平成23年度決算額）2,232,000円（1人あたり6,000円）�                       
事業内容：スポーツ大会、救急医薬品配備等を実施

（4）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業
概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（5）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

8. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（平成23年度）
（1）勤務条件に関する措置要求の状況　　　　該当なし
（2）不利益処分に関する不服申立ての状況　　該当なし

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について
◎勤務時間の状況（平成24年4月1日現在）

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

開始時刻
8：30

8：30

毎日勤務職員

隔日勤務職員

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15
20：00～6：00（翌日）

＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

退職者数
7　人 （採用者数は平成23年度分、

 退職者数は平成22年度分）

◎採用・退職者数
採用者数

6　人

◎職員数の状況
（各年4月1日現在）
※構成市併任職員3人を除く。

平成23年
372人

平成24年
372人

2. 職員の給与の状況について
◎職員の平均給与月額等

職　種

消　防 41歳6月

平均年齢
429,326円 338,567円

給　料 諸手当
平均給与
月　　額 平均年齢 給　料 諸手当

平成23年4月1日現在 平成24年4月1日現在

90,759円 42歳2月 441,536円 341,254円 100,282円

平均給与
月　　額

（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の
　　合計をいいます。

0

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

免　職
0

降　任
0

休　職
18

降　給
0

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ない
　　ことについて行う処分です。

◎職員の分限処分の状況（平成23年度）

減　給
0

戒　告
0

停　職
0

免　職

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任
　　を問う処分です。

◎職員の懲戒処分の状況（平成23年度）

5. 職員の服務の状況について

取得率
27.7％

◎年次有給休暇の状況（平成23年）

平均使用日数
10.9

（4）構成市町別分担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

（1）歳入

科目
歳入合計 4,457,639,972

4,020,076,534
1,590,280

15,355,000
0

127,654
0

80,000,000
1,008,993

62,981,511
276,500,000

100.0
90.2
0.0
0.3
0.0
0.1
0.0
1.8
0.0
1.4
6.2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
組合債

区分 決算額（円） 構成比（％）

科目
合　　計
佐　倉　市
八　街　市
酒々井町

4,020,076,534
2,494,671,512
1,109,205,958

416,199,064

区分 合　計
3,651,121,000
2,203,516,000
1,053,500,000

394,105,000

常備消防費分担金
302,777,447
229,111,380
52,699,315
20,966,752

長期債償還分担金
59,829,810
58,213,934
1,174,258

441,618

広域化整備費負担金
6,348,277
3,830,198
1,832,385

685,694

庁舎建設費負担金

（3）性質別歳出決算額

科目
歳出合計 4,362,340,248

3,404,449,318
264,600,811

6,198,738
194,195,093
302,777,447
302,777,447
172,210,000
24,826,000

147,384,000
7,908,841
4,416,000
3,492,841

10,000,000

100.0
78.0
6.1
0.1
4.5
7.0
7.0
3.9
0.5
3.4
0.2
0.1
0.1
0.2

人件費
物件費
維持補修費
補助費等
公債費
 （1）元利償還金
普通建設事業費
 （1）補助事業費
 （2）単独事業費
災害復旧事業費
 （1）補助事業費
 （2）単独事業費
積立金

区分 決算額（円） 構成比（％）
（2）歳出

科目
歳出合計 4,362,340,248

1,171,037
10,457,874

4,047,933,890
302,777,447

0

100.0
0.1
0.2

92.8
6.9

0

1
2
3
4
5

議会費
総務費
消防費
公債費
予備費

区分 決算額（円） 構成比（％）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

も
り
か
わ　
ゆ
う
す
け

あ
ら
い　
 

け
ん
じ

あ
ら
い　
 

ふ
み
お

　
あ
だ
ち　
み
つ
の
り

う
ち
だ　

ゆ
う
す
け

ほ
り
う
ち 
や
す
し

な
か
だ 
 

し
ん
じ

く
じ
ら
い　
 

ま
さ
こ
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